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わたしたちの提案

全職員で創る
デジタルによる

持続的な働き方改革
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こんな働き方ができるかも・・・

現在：

新しい働き方：
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「作業」に時間がとられる…

・「考える」業務への注力
・在宅勤務の快適性向上
・ワーケーションの実施
・岩手県職員の魅力度アップ

https://1.bp.blogspot.com/-dlsSkYpsoBo/VdLrnS-H5zI/AAAAAAAAwug/QLdHHxb6TMM/s800/business_senryaku_sakuryaku_woman.png
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全職員岩手県型デジタル人材化計画

全職員が『岩手県型デジタル人材』

↓
「作業時間」が多いという業務課題を解決

↓

県民の幸福度アップ及び
職員のワーク・ライフ・バランスの向上
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岩手県型デジタル人材とは

▶Excelマクロやローコード開発など

システムを内製

▶デジタルを積極的に駆使して

常に業務を効率化させていく視点
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計画の目標

令和６年度までに

「ＤＸへの抵抗感がある職員」を

０人にする
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デジタル導入の効果（B班の検証１）

使用ツール

「自動メール送信システム「Nmail」」
（いいね！アワード2018働き方改革部門賞受賞）

▶活用作業

12の課公所への

それぞれ異なる通知の送付
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デジタル導入の効果（B班の検証１）
結果

送付方法 かかった時間

アナログ 約10分

システム活用 約３分
約70％削減

・33市町村あて 約28分→約８分
・77県立学校あて 約１時間→約19分
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使用ツール

「複数エクセルブック一覧表化等ツール」
（いいね！アワード2019準グランプリ受賞）

▶活用業務

アンケート結果の一覧化

デジタル導入の効果（B班の検証２）
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結果

とりまとめ方法 かかった時間

手入力 約２時間

コピー＆ペースト 約１時間

システム活用 約10分
約90％削減

デジタル導入の効果（B班の検証２）

とりまとめ作業は多くの課公所で行われる作業
→汎用性が高いシステム
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デジタル導入の効果（B班の検証２）

なぜデジタル化が
進まないのだろう？
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88.6%

74.5%

65.4%

8.1%

17.9%

22.0%

3.3%

7.7%

12.6%

部門や職員によって IT知識に

差異があり、話を進めるのが難しい／

話を進めるのに時間を要する

ITﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進にあたり、

どのような企業・組織と連携すると

効果を最大化させられるのか分からない

ICT計画、ｽﾏｰﾄｼﾃｨﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄなど、

今後の都市計画にどう IT技術を

組み込んでよいかわからない

あてはまる どちらともいえない あてはまらない

②

なぜデジタル化が進まないのか

（配布資料3）「行政・自治体のDX推進の現状・課題」に関するWEBアンケート（ベネッセ,2021）から一部要約したもの
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「ITもしくはDXプロジェクト」について、
課題に感じたこと／感じていることを教えてください。（n=509）

①

③



なぜデジタル化が進まないのか
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DXについて課題に感じてたこと／感じていることを教えてください。（n=1,378）

72.1%

71.0%

47.0%

12.4%

14.7%

14.6%

14.6%

13.1%

37.3%

0.9%

1.2%

1.1%

業務改善にどんな IT技術が

活用できるのか分からない

現在、活用可能な

IT技術が分からない

IT関連の知識量が少なく、

IT関連の物事に触れるのに

そもそも抵抗がある

あてはまる どちらともいえない あてはまらない 携わっていないのでわからない

①

②

③

（配布資料2）「行政・自治体のDX推進の現状・課題」に関するWEBアンケート（ベネッセ,2021）から一部要約したもの



なぜデジタル化が進まないのか
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▶知識不足による
デジタル化への抵抗感

▶課公所間の温度差の違い

https://2.bp.blogspot.com/-y_dJ7xSWvyw/U5l5lhzOynI/AAAAAAAAhRU/Uhgb7OquaLk/s800/shigoto_sabori.png
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職員の満足度UP！①デジタル・ITの
知識・スキル向上

②業務効率化

③考える仕事
へ注力

・WLBの向上

④岩手県職員の
魅力度アップ

⑤優秀な人材
の確保

⑥より質の高い
政策立案・施行
更なる業務効率化

全職員デジタル人材化計画の概要
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好循環による
持続的な
働き方改革

県民の幸福度UP！

https://4.bp.blogspot.com/-2EcWSALLETA/Vt_t0rsGjxI/AAAAAAAA4pA/0KsBoLFe570/s800/business_group_happy.png


全職員デジタル人材化計画
令和４年度 令和５年度 令和６年度

能力開発 ・「デジタル人材ゼミ」
の実施 ・DX推進の取組・活用事

例に係る研修
・エクセル技術の習熟を
希望する職員への支援

グッド
プラク
ティス

・これまで内製されたシ
ステムの再周知、活用実
績の共有
・「マクロ作成コンテス
ト」を実施、便利で汎用
性が高いものを表彰
・職場内研修
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全職員デジタル人材化計画
令和４年度 令和５年度 令和６年度

業務の見直し
システム開発

・「見直しチーム」を
設立、デジタル化 ・R4 の効果検証・改善、

横展開
・システム開発

・さらに横展開

業務見直し・システム開発の三つの視点
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①共通業務の処

理方法の統一化

②RPA活用の

必要性の検討

③作業の

必要性の検討



わたしたちの提案

全職員で創る
デジタルによる

持続的な働き方改革
20



ご清聴
ありがとうございまし
た。
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01 いいね！アワード2018　登録事例・アイデア

登録№ 099

表彰 部門賞【働き方改革】

取組のタイトル 自動メール送信システム「Nmail」の開発について

取組者名 市町村課　小野寺　直喜、高田　隼耶

取組の概要 　大量のメールを送信する時に、desknet’s NEO・WichyMailを同時に、また一通ごとに本文や添付ファイルを変えながら自動でメール送信を行
うシステム「Nmail」を開発しました。「Nmail」を使うことによって、作業時間の削減や正確性の向上、メール送信作業による疲労感を軽減さ
せることができます。

職員憲章 ２．能力向上

働き方改革

取組の分類 ５．効率的な業務遂行, 
６．ワーク・ライフ・バランス

担当者問合せ先 市町村課　主事　小野寺　直喜

担当者電話番号 019-629-5236

担当者Email onodera-n@pref.iwate.jp

参考URL1 （この欄にはリンク先のタイトルや説明を入力してください）

参考URL2

取組の内容 0000080_取組の内容.docx

添付ファイル１ 0000080_327669_1_Nmail操作画面・動作映像.pptx

添付ファイル２

添付ファイル３

添付ファイル４

添付ファイル５

添付ファイル６

職員からのコメント ・スキルのある職員の開発によるところが素晴らしい！ ・多数の宛先メールは、意外とよく送信するので、便利で使い勝手が良いと思う。多く
の職員に活用してもらえるのではないか。 ・一斉送信できるだけではなく、ミスの軽減にもつながる点を評価。 ・ICTの効果的な活用に資する
良い取組だと思います。 ・当職もマクロでいろいろツールを作っているので、ソースを見てみたい。BASP21を使用しているのでしょうか。 ・
標準実装してほしいくらい便利だと思います。



１ 取組の背景                              

 現在の環境でメールを送信しようとする場合、送り先のメール環境により、

①desknet’s Neo、②WitchyMailのいずれかのメールソフトを起動してメール

を送らなければならず、複数のメールを異なるメール環境に対して送信する場

合、それぞれのメールソフトを起動してメールを作成しなければなりません。

また、あて先ごとに添付ファイルを変えたい時は、あて先ごとにメールを作

成・送信しなければなりません。このような状況では、特に大量のメールを送

信する場合に、多くの時間と労力が割かれてしまうことになります。 

２ 解決策                                

 Excel VBAでプログラミングすることにより、desknet’s NEO及び

WichyMailを統合的に制御するシステム「Nmail」を作成しました。 

３ 「Nmail」の主な機能                         

・  大量のメールも、ワンクリックで送信 

メールアドレスなどの情報を入力し、送信ボタンをクリックすれば、自動

的に一通ずつ送信し、自動的に終了します。 

※１ 送ったメールは、通常のメールソフトで確認できます。 

※２ メールアドレスなどの情報は、既存の担当者名簿を活用すれば新たな

手間が生じません。 

・  desknet’s NEO のメールもWitchyMailも一緒にワンクリックで送信 

これまではインターネット・LGWANそれぞれのメールソフトを使い分

けてメールを送信していましたが、あて先情報の設定をするだけで、それぞ

れのメールソフトを自動的に起動し、送信します。 

・  あて先ごとにタイトル、本文、添付ファイル等を変更可能 

一通ごとに宛名や本文、添付ファイル等を変えて送信することができま

す。もちろん、同じ内容を送信することもできます。 

・  スピーディーな動作 

１通あたり約 15秒で送信できます(WitchyMail の場合)。 

・  動作環境の汎用性の担保 

Microsoft Excelがインストールされているすべての一人一台端末で動作します。

また、特別なソフトウェア等をインストールする必要がありません。 

４ 取組の効果                              

  「Nmail」を使ってメール送信することによって、 

・  他の仕事ができる 

メールアドレスや添付ファイルの保存先などを入力すれば、あとは自動

的に「Nmail」がメールを送信しますので、その間他の仕事をすることがで

きます。 



※３ 送信処理をしている端末では、別の作業をすることができません。 

・  あて先に合わせた、より効果的なメールを送信 

例えば、県内すべての市町村を訪問する場合、市町村ごとに異なる訪問

時間をメール本文に記載して送信することができます。 

・  ヒューマンエラー、疲労・ストレスからの解放 

メールソフトへの入力ミスなどによる誤送信が一切ありません。また、

大量のメールを送信する場合、間違えられないというストレスが一通ごとに

かかりますが、「Nmail」によってこのストレスを軽減させることができま

す。 

・  RPA導入効果の参考事例 

昨今、RPA・AIなどにより定型業務を自動化させる動きが全国的に広が

っていますが、本システムを利用することで、導入効果を予測するための参

考とすることができます。 

５ その他                                

      「Nmail」をお使いになりたい方は、個別に対応しますので直接ご連絡くださ

い。 

※4 動作させる際の留意点がありますので、直接電話等で説明させていただ

きます。 

※「Nmail」の由来について 

 Not stressed（ストレスがかからない）、Not use time（時間を使わない）、

Not put effort（労力をかけない）の頭文字を取って名付けました。 

 





 

 







 


